Acute renal failure after renal trauma in a case of a functional solitary kidney by 浜, 尾巧 et al.
Title機能的単腎者に生じた腎外傷後急性腎不全例
Author(s)浜, 尾巧; 田中, 宏樹; 大山, 登; 黒子, 幸一; 高橋, 剛; 長田,尚夫; 井上, 武夫












浜 尾 巧 ・田中 宏樹 ・大山 登 ・黒子 幸一
高橋 剛 ・長 田 尚夫 ・井上 武夫
ACUTE RENAL FAILURE AFTER RENAL TRAUMA IN 
 A CASE OF A FUNCTIONAL SOLITARY KIDNEY
Takumi HAMAO, Hiroki TANAKA, Noboru OHYAMA, Koichi KUROKO, 
 Gob TAKAHASHI, Takao OSADA and Takeo INOUE
From the Department of Urology, St. Marianna University School of Medicine 
(Director: Prof. T. Inoue)
    Herein we report a case of acute renal failure after renal trauma in a patient with contra-
lateral hypoplastic kidney. The patient was treated conservatively including temporary hemodialysis 
successfully. In the case of renal trauma, the status and function of the contralateral kidney 
must be evaluated first, and in the case of a solitary kidney, treatment should be centered on 
the preservation of its function.





















血 腫 を 認 め た.そ の時 点 で 腎外 傷 が疑 わ れ,ま た 術直
後 よ り無尿 とな り,1984年ll月3日当科 に緊 急 入 院 と
な った.
入 院時 現 症:体 格 中 等度.体 温36.8℃,血圧156/
80mmHg,脈 搏104/分,整,緊 張 良 好.意 識 清 明.
眼 瞼結 膜 は 軽 度 貧血 様 で,眼 球 結 膜 に は 黄 疸 を 認 め
ず 胸 部 で は 右下 肺野 に湿 性 ラ音 を 聴取 した.腹 部 は
著 明 に膨 満 し,腸 ぜ ん動 を全 く聴取 せず,右 側腹 部 に
圧 痛,筋 性 防 禦 を認 め た.ま た,腹 部正 中 に は鵬 上 か
ら恥 骨 に お よぶ 手術 創 を 認 め,下 腹 部 では 膀胱 嬢 が 設
置 され,ダ グ ラス窩 お よび 膀 胱 前腔 に排 液 管 が挿 入 さ
れ て いた.
入 院 時 検 査 所見:末 檎 血;WBC9,700,RBC371×







レ線 学 的 検 査 胸 腹 部 単 純 撮影 で は,右 横 隔 膜 の 挙
上 と拡 張 した 小腸 ガ ス像 の 左 方偏 位 を認 め た,腹 部 単
浜尾 ・ほか:単腎者 ・腎外傷後急性腎不全
純CTで は,左 腎 は 正常 腎 に 比 し非 常に 小 さ く,右
腎は代 償 性 肥 大 を 呈 し,右 腎 内 に は裂 傷 部 の 出 血 と思
われ るh量ghdensityarea,右腎 周 囲 に は血 腫 と思 わ
れ る10wdens丘tyareaを認 め た(Fig.1).
臨 床経 過:以 上 よ り,左 発 育 不 全 腎 を 伴 う 右 腎 裂
傷,右 腎 周囲 血 腫 お よび外 傷 後急 性 腎 不 全 と 診 断 し
た.ま ず,急 性 腎 不 全 に対 して血 液 透 析 を 行 な い,腎
外傷 は保存 的 に治 療 した.入 院 時 か らの 腎機 能 お よび
尿量 の推 移 をFig.2に 示 す.血 液 透 析 は3日 間 連 日
(3～4時 間/日)で 行 な った.血 液 透 析 開 始 後38時間
で利 尿が 得 られ,入 院後42日で 血 清 ク レァ チ ニ ソ1.2
mg/dl,BUN10mg/d1と正 常 化 した.腎 外 傷 に対 し
てはv三r.a且signが安 定 して い た ため,ベ ッ1・上 安 静
と抗生 剤 の投 与 に よ り保存 的 治療 を行 な った.入 院 後
3日 目に はHbが9,lg/dlと 徐 々 に低 下 し,濃 厚 赤
血球3単 位(1単 位/日)を 輸 血 した が,vitalsiga
は安定 して い た.肉 眼 的血 尿 は利 尿 が 得 られ て か ら3
















・紀㌧ 膿剣 歓 曝 「
ゆ 『も
763
院後3週 間で解除した.ま た,入院後5日 目より38。C
前後の弛張熱が約1ヵ 月続 き,膿尿 も持続 したが,血
液所見やCTで 敗血症,腎 周囲膿瘍は否定 され,組
織の挫減,血腫の吸収による発熱と考xら れた.そ の
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